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１．はじめに
　本学短期大学部こども学科（以下，こども学科）は，2010年度（平成22年度）に保育士養
成課程を見直し，新規科目の開講や科目の内容・名称変更などを検討してきた。2011年度（平
成23年度）の保育士養成課程の科目の改正１において，同年４月からは，新しい保育士養成課
程カリキュラムにおいて実施している。２年間の養成課程である短期大学部においては，今
年度2012年度（平成24年度）は，初めての完成年度を迎える運びとなる。新課程においては，
特に演習科目の単位数が増加し，保育士としての質の向上を求められていることが明らかであ
る。
　保育実習に関しても変更があった。これまでの旧課程においては，保育実習の単位数が５単
位の中に事前事後指導を含めていた。新課程においては，保育実習の単位数とは別に，新たに
保育実習指導の科目が設けられた。保育実習指導では，実習の事前事後指導を行なうものとし，
より細やかな実習指導が求められていることは確かであるといえる。
　本研究では，こども学科において2011年度（平成23年度）４月に新規科目として開講し，
2012年度（平成24年年度）に実施した科目［保育実習指導ⅠＢ］における授業の展開方法と
内容を示す。さらに，学生の取り組みから授業の展開方法と内容を考察し，今後の課題を明ら
かにするものである。
２．研究の目的と方法
２－１　研究の目的
　平成23年度の保育士養成課程の科目の改正において，保育実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの全ての保育実習
に対し保育実習指導が位置づけられた。保育実習における事前事後指導の充実により，実習に
よる学びを強化させ，効果的学習を行うことができるようにするためである。また，保育士養
成課程検討委員会２が示す科目の目標においては，実習の総括と自己評価を行い，新たな課題，
学習目標，保育に対する課題や認識を明確にするとされている。これに伴い，こども学科にお
いては，保育実習指導に関する新規科目を複数開設した。そうすることにより，これまでの実
習指導に充てた時間数よりも，実習指導にかかわる授業時数は増加したことになる。したがっ
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て，これまでより十分な時間数の中において実習指導を展開できるであろうといえる。全国の
各指定保育士養成施設においても，実習指導のあり方に関しては，工夫，研究がなされている。
また，保育実習指導のミニマムスタンダード３にも「実習指導計画」は示されている。筆者は
これまでに，上述の先行研究や資料等を参考にしながら，決して十分とは言えない時間数の中
において保育実習にかかわる科目の内容について実践し，改善・検討を重ねてきたてきた。
　今回の改定により，今まで以上の実習指導の時間を確保できたことになるが，どのような授
業展開をすることが，有効であるかを検討したいと考えた。そこで，こども学科の保育実習指
導に関し，事後指導にあたる新規科目「保育実習指導ⅠＢ」の内容や学生の取り組みについて
示し，考察し今後の課題を明らかにする。
２－２　研究の方法
　科目「保育実習指導ⅠＢ」は，こども学科２年生対象の新規科目として開講されている。開
講時期は，保育所実習終了後の後学期，2012年９月24日～2013年１月28日である。「保育実習
指導ⅠＢ」では，保育所（園）実習と施設実習の二つの実習の指導を含めている。15回開講の
うち，保育所（園）実習に関する内容は７回である。本研究では，保育所（園）実習に関して
の内容のみに焦点をあてる。
①実施科目名：「保育実習指導ⅠＢ」
②実 施 年 月：後学期，2012年９月24日～2013年１月28日
③実 施 回 数：上記②の日程のうち保育所（園）に関する内容を実施した７回
④授 業 形 態：演習科目
⑤受講者学年：こども学科２年次
⑥履 修 者 数：131名（保育実習履修者）
⑦展 開 方 法：１講義は，45名程度で実施
３．授業の展開と計画
　本学こども学科においては，前期中の夏休みに保育所（園）実習を終了する。事後指導は，
保育所（園）実習終了後の後学期に「保育実習指導ⅠＢ」をおこなっている。科目のねらいは，
実習の総括を通し，今後の学習課題や保育職につくために必要な課題を明確にすることと，保
育について総合的に理解することである。実施内容は，実習振り返りと今後に向けた自己課題
がもてるように進めている。「保育実習指導ⅠＢ」は，保育所（園）実習と施設実習の指導を
交互に実施している。授業の流れは，個人による振り返り・自己評価→グループによる振り返
り・話し合い→学びの整理→今後に向けた自己課題の整理→後輩に向けてである。
　「保育実習指導ⅠＢ」（うち保育所）の授業の展開は，表１の通りである。
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表１「保育実習指導ⅠＢ」（うち保育所（園））の授業展開の計画について
１回目 個人による振り返り・自己評価
２回目 グループによる振り返り
３回目 日誌の確認と振り返り
４回目 実習評価について
５回目 保育者の配慮の気付きと学び
６回目 実習報告書作成①
７回目 実習報告書作成②
※保育所実習に関する実施内容のみを記載
４．授業の具体的内容
４－１　個人による振り返り・自己評価
　個人による振り返りは，筆者が作成した振り返りシートを使って行なう。これは，個人が実
習を振り返るものであり，他者との意見交換や情報共有などは行わないようにした。学生の学
びや実習の状況を記述で具体的に記載するようにし，個人がどのように感じたかを把握できる
ようにしている。また，できる限り学生の本音が記載できるようにし，実習の実情や学生の内
面的にあるものをとらえようと考えた。
　振り返りシートの項目は，①実習で学んだこと，②実習に行って良かったと思えたこと・楽
しいと思えたこと，③反省点や悔いの残る部分，④実習において指導を受けたこと・注意を受
けたこと，⑤褒められたこと・努力の成果・自信につながったこと，⑥困ったこと・つらかっ
たこと，⑦事前準備で必要と思うこと・事前にもっと学んでおくべきこと，⑧後輩に向けての
アドバイス，⑨保育所（園）実習での経験を，今後どのように活かしていきたいか，⑩自由記
述，である。
　実習前の学生は，緊張と不安を抱えて実習に臨んでいる。実習の振り返りにおいて，反省す
るのはもちろん必要なことであるが，実習に行って良かったとの思いや，今後，保育職に就く
ための意欲や喜び，期待を持てたかどうかについても把握したいと考えた。それを意識した項
目は，特に，②の実習に行って良かったと思えたこと・楽しいと思えたこと，と，⑤の誉めら
れたこと・努力の成果・自信につながったこと，である。学生が自身の実習の取り組みを前向
きにとらえ，保育職につくための期待感を持てたかどうかの実態把握につながると考えた。
　自己評価に関しては，実習園が評価する評価表と同じ書式に，自分自身の実習はどうだった
か自己評価するものである。学生には，実習前に評価表の書式は見せており，どのような評価
項目であるかは事前に把握している。
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４－２　グループによる振り返り・話し合い
　筆者が作成した項目に添ってグループで話し合い，共有し，意見交換をする方法である。５
名前後のグループを作り進行者・記録者をおく。話し合いの後は，グループでまとめ全体の前
で発表する。（１）の振り返りシートを用いての話し合いも考えたが，あくまでも個人の内面
の感情も含め記載したもののため，別の項目をたてた。項目は，①実習全体を通して，②実習
を行なって，自分自身にとって良かったこと，③保育における気づき，１）保育者の子どもへ
のかかわり，配慮，まなざし，ことばがけなどから，２）子どもの姿から，発達に関して・遊
びや生活の様子から，④今後の課題，⑤その他，自由記述，面白エピソード，などである。
　ここでは，保育における内容を話し合う事に意味をもつものであるといえる。特に，③の保
育における気づきの項目１），２）の箇所の話し合いが重要になると考えた。つまり，他の学
生の意見や考えを聞くことにより，学生個人の気づきが幅広くなることをねらったものである。
保育者の配慮や子ども理解についての学びや気づき，とらえ方を広げ，深めることに有効と考
え実施した。
４－３　日誌の確認と振り返り
　実習園から返却された実習日誌，指導案の確認，見直し，保育実習に関する書類の整理等を
行なう時間である。日誌の記録等で実習園の指導者に訂正されたもの，付箋紙などで指導を受
けた未修正のものなどをそのままにせず，学生自身が見直し，朱書きで横に訂正し記載するよ
うにしている。また，実習園から返却された指導案，配布された書類などを綴じて整理するこ
とも徹底した。これらは，大変初歩的なことであるが，これから社会人となる学生にとっては，
書類の整理，管理は欠かすことのできないものであると考える。
　また，日誌の記録と照らし合わせながら，実習中の課題としている「こどものことば」４の
収集をまとめる時間とした。こどものことばの収集とは，実習中にこどもとのかかわりや観察
の中で聴き取った，こどもらしいと感じた特徴的な表現やかわいらしいことばを挙げるもので
ある。各自が聴き取った「こどものことば」が，どのような状況の中で発せられたものなのか
簡潔に状況説明を加え，印刷原稿を作成する。後に，冊子を作成し履修者に配布し共有するよ
うにしている。
４－４　実習評価
　実習園からの評価は，個別面談により本人に伝える時間を設けている。実習園からの評価を
伝え，自己評価と照らし合わせさらに振り返りを行なうものである。当然，学生一人ひとりの
評価は異なるため，伝え方や自己課題の見出し方は多様になる。しかしながら，この評価を基
に，就職試験に役立てることや，進路を検討するにも有効であろうと考えて実施している。
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４－５　保育者の配慮の気付きと学び
　保育者の配慮について，学生がどのようなことに気が付いたか，どのようにとらえたかを，
記録と振り返りによって学生自身が明らかにする時間を設けた。保育者の活きた配慮を記録に
残すのであれば，エピソード記述において実施する手法も有効である。しかし，日誌に関して
は，従来どおりの書式を使用し，後の振り返りによって理解を深めたいと考えた。該当年度
2012年度（平成24年度）のこども学科の日誌は，保育者の配慮を記載する欄は，「保育者の動き」
の項目である。この項目そのものの理解で記入すれば，学生は，保育者が行なった動きをその
まま記載することになる。学生には，事前指導において「保育者の動き」の項目に関して次の
ように伝え指導している。それらは，①保育者の動きそのままを記入するのではなく，子ども
に対する保育者のかかわりや配慮を記載する項目であること，②それらは，はっきりと目に見
えたり，ことば掛けとして聞こえてくるものだけとは限らない。保育者の子どもを見守る姿や
まなざしも含まれる，③保育者の動きそのままを書くのではなく，配慮として行なった意図を
くみとって記載する，である。しかしながら，実際には限られたスペースの中に，具体的な配
慮を記載することには限界があり，学生がどのように保育者の配慮をとらえたかは，本学の日
誌の書式からは明らかにし難い現状である。
　そこで，保育所（園）実習において，保育者の配慮・かかわりで印象に残ったことと，その
際の実習生のとらえや学びを記入するようにした。また，そのうちひとつは，上述②に該当す
る，見えにくい配慮を挙げられるようにした。記録の際は，実習の日誌を各自の記憶の資料と
して用いた。
４－６　実習報告書作成 ① ②
　保育所における実習を振り返り，報告書の作成を行なうものである。報告書に記載する基本
内容は筆者が提示した。書式は，保育現場にて発行される園だよりのようなデザイン・レイア
ウトで記載することを課題とした。つまり，園のおたより形式の実習報告書の作成とし，数ヵ
月後に保育や教育の職に就く学生に役に立ち，学生自身が実感をもって取り組めるようにした。
また，後輩が実習に行く際にも参考になるように作成するようにした。
　提示した基本の記載内容は，①氏名，実習園名，実習期間，②保育所（園）の１日の流れ，
③こどもの様子・姿・遊び，保育者の姿・配慮，④実習の取り組み（部分実習でおこなった事
や内容・子どもの反応など），⑤実習全般を通しての学び，良かったこと，反省，課題など，
⑥後輩へのアドバイス，とした。さらに，学生の個性や工夫を発揮できる欄として，⑦自由な
内容，を設けた。
　あらかじめ，見本として実際に保育現場で発行されている園だより３種類を提示した。それ
らは，①手書きで既製のイラストを用いたもの，②文字もイラストもすべて手書きのもの，③
文字・イラストの全てをパソコンやソフトを用いて作成されたもの，などである。その際，見
やすさ，レイアウト，カットの用い方，濃淡のつけ方などに着目できるようにした。原稿用紙
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のサイズは学生の意見を取り入れＢ４版とし，仕上がりはＡ４サイズに縮小することにした。
作成方法は手書きかパソコンの自由選択とした。作成の際は，各自の実習日誌を参考資料とし
て用いられるようにした。
５．授業の実際と考察
５－１　個人による振り返り・自己評価の実際
　個人の振り返りでは，振り返りシートに学生は具体的に記載していた。全ての項目が記述式
のため，個人の取り組みや状況はわかりやすく読みとることができ，把握しやすいといえる。
記載の中で特に気になる内容に関しては，後日学生に声をかけたり，学生面談との中で個別に
対応している。先に４－４－１でも述べた，項目②の実習に行って良かったと思えたこと・楽
しいと思えたこと，と⑤の誉められたこと・努力の成果・自信につながったことに関しては，
大変興味深い結果となった。②では，主に子どもとのかかわりからなる，子どもの反応の変化
や成長を目の当たりにする喜びを感じる学生が大半であることがわかった。⑤では，自分自身
が気付いていなかったことや当たり前と思って行なっていたこと等に，園の先生から声を掛け
て頂き自信につながった，という結果も多い。必要以上に緊張と不安を抱えて実習に臨んだ学
生が，実習を終えてみて自分自身も達成できたという実感を全般的にもてたといえる。学生の
記述から，個々の実態把握にはつながったといえる。
　自己評価に関しては，高低差は見られるが，全体的には自己評価は低いほうである。また，
実習前に評価表の書式は見せているが，評価項目が具体的な実習内容のどの部分をさしている
のか理解できにくく，困惑していることもわかった。評価に関しては，後の５－４においても
述べる。
５－２　グループによる振り返り・話し合いの実際
　１グループ５名前後になり，進行役が項目に沿って話し合いを進めた。記録者は適宜記録を
取る，交代するなどをしていた。話し合いは大変スムーズであり，盛り上がっている様子が見
られた。実習直後でもあり，各々の記憶が鮮明であり一人ひとりが話足りない様子にも伺えた。
先に４－２で述べた通り，項目③の保育における気づき１）保育者の子どもへのかかわり，配
慮，まなざし，ことばがけなどから，２）子どもの姿から，発達に関して・遊びや生活の様子
から，の箇所の話し合いが重要であると考えていた。一人の発言に対し，他の学生が類似の事
例を出したり，自己の考えを述べるなどの姿も見られた。つまり，個人の考えや個人が体験し
てきたことにのみにとどまらず，他の学生の視点や，他の事例などの話から，学生が幅広い視
点をもってとらえることができたのではないかといえる。
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５－３　日誌の確認と振り返りの実際
　実習日誌に関する書類の再確認をおこなった。日誌については最終日に指導を受けた未修正
の箇所を，朱書きで文字の横に記載するようにした。また，実習に関する資料の整理をする時
間とした。ごく一部ではあるが，日誌のファイルに関係書類や指導案などの書類を，挟めては
いるが綴じていない，綴じ穴の中心があっていないため，ファイルから上の部分がはみ出る，
ファイルよりも大きいサイズの用紙の折り方・綴じ方が様々である，などが見られた。
　また，日誌の記録と照らし合わせながら，実習中の課題としている「こどものことば」の編
集をおこなった。実習中に収集した「こどものことば」は，ありのままを用いるようにした。
ありのままのことばの面白さを壊さないよう，簡潔な状況説明を加えることに，学生は難しさ
を感じていた。伝えたいことはあるが，どのように表現したらよいか，仲間と相談しながら苦
戦しながら編集する姿がみられた。学生が採集した「こどものことば」は，後に読んでも思わ
ず笑みが浮かぶ，心温まるものばかりである。これは，子どもに寄り添い子どもの姿をとらえ
る，学生自身の感性を問われる課題であろうとも感じるものである。これらは後に，こども学
科の伝統である「おしゃべりすずめ」と題した冊子となる。学生が採集した「こどものことば」
と状況説明の一例は，以下の表２の通りである。
表２　学生が収集した「こどものことば」一例
～年齢・男女児　　状況説明～　　「　こどものことば　」
学生Ａ
～２歳・男児　　消防車を指さして～
「　しょ　しょ　しゃ　」
学生Ｂ
～３歳・男児　　今日は，お祭り～
「　きょうね　わっせっぴ　いくの！　」
学生Ｃ
～４歳・女児　　みんなで土手をお散歩。風が吹いてお花がゆらゆら～
「 せんせいみて！　
 おはながこっちにむかって　バイバイしているよ♪　」
学生Ｄ
～５歳・男児　　給食がカレーライスの日に～
「　せんせー　カレーの　“レー ”ちょうだい！　」
学生Ｅ
～５歳・男児　　実習最終日。お散歩していると…～
「　せんせー　さいごだから　て　つなごう！　」
５－４　実習評価の実際
　学生との個別面談により実習の評価を伝え，振り返りと今後の課題を整理している。学生
は，評価を聞くことに対し非常に恐れており，何が記載されているのか，とても悪い評価だっ
たのではないかと考えている。評価を伝えた後には，「あぁ，良かった…。」と安堵する姿は多
い。その理由には，学生自身が思う実習中の失敗や，指導を受けたことに関して，そのことが
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評価に強い影響を与えているのではないかと考えていることがわかった。実習園の評価と学生
の振り返りを確認する事により，自己課題が整理される。評価の低い項目に関しては，学生自
身も実習中指導を受けたことであり，今後改善したいと本人がとらえている。場合によっては，
４－１で用いた自己評価を用いることもある。
　また，ここでは評価を伝えるだけではなく，進路の話にも関連し相談の時間にも成りうる。
進路決定や採用試験に向けての自己の改善点などを見出すことにもつながるのである。学生に
よっては，「採用試験の受験先が実習園のため，受験準備の参考にするため評価を見せてほし
い。」と自ら訪れることもある。また，保育職に就くかどうか悩み始めた学生も，実習の評価から，
やはり保育職に就くと考え直す姿もあった。個々の評価や思いは異なるため多様な対応が求め
られるが，学生自身が実態をとらえ，自己課題を整理し，次への臨みに活かされるのであれば
有効であろうといえる。
５－５　保育者の配慮の気付きと学びの実際
　保育者の配慮について，実習日誌を記憶の資料としながら書式に沿って記載した。記入項目
は，①場面，②年齢，③子どもの姿，④保育者の配慮・かかわり・ことばがけ，⑤実習生とし
てのとらえ・学びである。記載からは，学生自身がこどもの姿に対し思うようにかかわれなか
った際の保育者のかかわりについてと，状況に応じた瞬時な判断した保育者の姿，の記載が多
く見られた。⑤では，学生自身が，自分自身の思いや対応しようと判断した考えと，実際に目
の前でおこなわれた保育者の配慮を比較して振り返っていた。学生が，じっくりと状況を思い
起こし振り返りとらえることはできた。しかしながら，実際の実習からはかなり日数が経って
いる事に対しては，活きた振り返りになったかどうかは疑問を感じる部分もある。また，保育
者のはっきりと見えにくい配慮やかかわりも記載する欄も設けたが，実際に記載した学生は少
なかった。中には，「自分のことだけで必死で，気付けませんでした。」と記載する学生もいた。
そこに気付くことは難しいことであろうが，意識を向けられるような方法を今後検討したい。
５－６　実習報告書作成 ① ② の実際
　実習報告書（園のおたより形式）の作成では，学生は非常に時間をかけ，熱心にそして丁寧
に取り組んでいた。したがって，２回の授業時数のみでは不足し，冬休み中の課題となった。
　見本を参考にしながらも，自分なりのレイアウトを考えるなどの創意工夫が見られた。文字
に関してはすべての学生が手書きを選択した。提示した基本の記載内容の他，先に５－５で示
した⑦の自由な内容には，こどもの遊びベスト５！やおいしい給食ベスト３！など，学生の創
意工夫が見られた。
　また同時期に，同学科の他の科目において，園だよりの書き方について学んでいることもあ
った。そこでの学びも活かし，学生にとっては関連づいた内容であり，取り組みの意欲は高か
ったといえる。また，学生の話によると，「後輩に役に立つようにということで，張り切りま
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した。」と自信を持って提出する姿も見られた。
　学生が，数ヶ月後の働く自分の姿をイメージしながら，意欲的に園のおたより形式の報告書
作成に取り組んだことは良かったといえる。また，報告書として伝えるべき点と自由な発想で
伝える箇所を設けたことは，創意工夫の点において有効であると考える。
　学生の作成した［実習報告書　おたより形式］は，以下の図1の通りである。
６．おわりに
　これらの実習事後指導に関する内容は，各授業の学生の取り組みの実際から，学生自身が今
後の課題を明確することと，保育に関して総合的に理解することにはおおむねつながるといえ
る。またそれらは，学生自身が真剣に取り組み，振り返る意識と姿勢があることが前提となる
であろう。
　２年次後期の同時期には，関連科目も多く開講されている。特に，「保育実践演習」「教職実
践演習」は，実習後の学びと関連付けておこなわれるものであり，学生は，それらを並行して
学んでいくことになる。様々な科目や角度から実習を振り返り，総合的な学びにつながる機会
があるといえる。また教育実習・保育所（園）実習・施設実習合同の総括として，後輩に向け
図１　学生Ａによる［実習報告書　おたより形式］
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た実習報告会も実施している。このように，学科内においては，関連する各科目の内容につい
て情報交換や共有等を図るようにしている。今回，新カリキュラムにおいてスタートし，各科
目担当者も試行錯誤を繰り返しながら授業内容を構築してきた。今後，更なる科目間連携も視
野に入れながら，今後の実習指導の授業内容を検討していきたいと考える。
　　　　　　　　　　　　　　
１　児童福祉法試行規則第６条の二第一項第三号の指定保育士養成施設の修業教科目及び単位
数並びに履修方法，『改定　平成二二年七月一三日　厚生労働省告示第二七八号』
２　社団法人全国保育士養成協議会　現代保育研究所（2010）『保育士養成課程の改定をうけ
て ─ 資料編 ─ 』，p27，平成22年度編代保育研究会研修会
３　全国保育士養成協議会，保育実習指導のミニマムスタンダード ─ 現場と養成校が協働し
て保育士を育てる─，p106
４　本学こども学科の教員であった谷本百子氏が，平成16年度から始めた保育実習中の課題で
ある。実習中に少しでも子どもの姿，言葉に耳を傾けてほしいとの願いのもと保育実習履修
者に，「こどものことば」の採集を提示した。採集した言葉は年度ごとにとりまとめ，「おし
ゃべりすずめ」と題し冊子を作成してきた。後にこども学科の伝統となり，平成22年度から
は筆者が引き継いでいる。
